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第 ５３ 回  石 川 県 社 会 人 柔 道 大 会 実 施 要 項  

        
 
１．主  催  石川県柔道連盟 
 
２．後  援  北國新聞社    
 
３．期  日  令和７年９月２８日（日）  
 
４．競技日程  (1) 受    付： ８：００～ 
           (2) 審判監督会議： ９：１０～ 
                (3) 開  会  式： ９：３０～ 
 
５．会  場  石川県立武道館  

〒920-0811 石川県金沢市小坂町西 8-3 
                  TEL 076-251-5721  FAX 076-251-5669 
 
６．出場資格  (1) 本年度、全日本柔道連盟に登録済みの者とする。 
                (2) 石川県に在住の者、または出身者、勤務地がある者とする。 
        (3) 大学・高専・各種専門学校・高校生の出場は認めない。 
                (4) １チームは、監督１名、選手４名の５名とする。 
          （選手２名の出場可。） 
         (5) チームの所属団体から１名の審判員を出すこと。※但し、審判員を出せ 
          ない場合はこの限りではない。 
        (6) 選手の補充・変更は前日までに申し出る。 
                (7) 参加選手は、ゼッケンを柔道衣背面に縫い付けること。 
 
７．試合方法    (1) 国際柔道連盟試合審判規定（２０２５‐２０２８）による。 
          ア スコアは「一本」「技あり」「有効」又は「僅差」（「指導」差２以上）

とする。抑え込み時間は、５秒以上１０秒未満で「有効」、１０秒以上２０
秒未満で「技あり」、２０秒で「一本」とする。 

イ チームの内容が同等の場合は、代表選手を任意に選出して代表戦を行う。
                   試合時間内で優劣がつかない場合は旗判定で優劣を決する。ＧＳは行わな  
                    い。 

        (2) 試合はトーナメント戦とし、試合時間は３分間とする。 
          ア 昨年度、１部３位・２部２位までのチームをシードとする。 
                   イ トーナメント１・２回戦敗退のチームにおいては、２部トーナメントに回
           る。 

ウ 組み合わせは、競技委員会のもと厳正に行う。 
        (3) 試合は３名で行い、オーダーは試合毎に変更してもよい。ただし、オーダー 
          用紙は試合前に必ず提出すること。提出がなければ前試合のオーダーとする。 
        (4) 出場チーム数により、リーグ戦に変更する場合もある。また、２部試合を行わ

ない場合もある。 
 
８．表  彰    １部３位、２部２位までを表彰する（出場チーム数により変更することもある）。 
         
９．参加申込  所定の申込用紙に必要事項を記入し、メールで申し込むこと。 
 
10．参 加 料    １チーム３，０００円（当日受付にて徴収） 
 
11．申込期日  令和７年９月５日（金） 午後５時必着（厳守） 
 
12．抽  選  県柔道連盟競技委員会にて行う。  
 
13．申 込 先     〒920-2103  白山市小柳町ろ２７３ 
                             本田  学 宛（石川県柔道連盟競技委員会）  
                              TEL 090-1630-4584  アドレス ishikawa.judo.kyougi@gmail.com 
 
14．そ の 他   (1) 試合中の負傷等については、応急処置を行う。出場者の傷害保険は主催者が加

入し、その費用を負担する。保険の詳細については大会事務局へ問い合わせるこ
と。 

               (2) 各所属の責任者は、当該選手の試合が終了するまで会場で待機のこと。 
               (3) 個人情報の取り扱いについては、個人情報の保護に関する法令を遵守し、取得 

する個人情報について適正に取り扱う。また、取得した個人情報は競技大会の資
        格審査、競技大会運営上必要なプログラム編成及び作成、ホームページ、掲示 
        板、報道発表、記録発表等その他競技に必要な連絡等に利用する。大会に参加す
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        る者はこれに同意したものとする。 
             (4) 大会前 1ヶ月以内に脳震とうを受傷したものは、脳神経外科の診察を受け、出 

場の許可を得ること。 
 (5) 大会中、脳震とうを受傷したものは、継続して当該大会に出場することは不可 
とする。 

               (6) 練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け許可を得ること。  
当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を 
提出すること。 

 
15．昨年度成績  １部 第１位 金沢刑務所Ａ  第２位 金沢刑務所Ｂ 

   第３位 内灘町柔道連盟 第３位  小松桜木Ｂ 
 

        ２部 第１位 田中錬正塾Ａ    第２位 本多の森Ｂ 
 
         

 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


